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要 旨

′

m b m a s P y n c h o n の最新作 M a s o n & D 汝o n (1 9 9 7) に は
, 作者が これま で

一

貫して描 い て き た西

欧近代文化 に見られ る 二項対立的な構図 が踏襲され て い る
｡

それ は G r a v7
'

がs 勉 L
'

n b o w に 登場する

▲

¶1 e y

'

シ ス テ ム と
`

th e C o u n t e rfo r c e

'

の関係が 最も明確に具現 して い る が
, 本作品 でも基本的に は

同じ構図が見られる
｡

`

T h ey
'

シ ス テ ム を表す側は
, 世界覇権を か け た西欧列強の 植民地帝国で あ

り , そ こ で 利潤を追求す る資本主義企業 で ある
｡

こ れら は奴隷制と い う非人間的な制度を採用す

る
一 方で ラ イ ン 設定と い う人工 的秩序 で 人 々 を管理

･ 統制 し て き た
｡ その 理性 ｡ 合理主義偏重の

精神は
,
1 8 世紀の支配的精神 の 中に 見い だ しうる

._ カ ウ ン タ ー

フ ォ
ー

ス 的勢力は
,
体制派の権力

に逆ら っ て自由を維持 し よう とする様々 な グ ル
ー プの 中に見られ る と同時に

, 作品 に頻出する魔

法
,
神秘 , 驚異 , 超自然現象と い っ た マ ジ カ ル ･ リ ア リ ズ ム 的要素の中に 現れ て い る

｡
こ れらの

非合理 的, 非理性的要素 は
,
理性が支配する人間の客観的意識と は対照をなす主観的意識の営み

と深く 関わ っ て おり , 人間 の 創造性 や独創性や卓越性を生む大切な要素で あ る
｡ 拙論 で は

t
こ れ

ら二項対立 の構図と相互関係の 意味すると こ ろを考察する
｡

キ ー ワ ー ド

ニ項対立
,
理性 ,

奴隷制 ,
ラ イ ン

ヲ 非理性 ,
マ ジ カ ル

･ リ ア リ ズ ム
, 創造性

序

¶1 0 m a S P y n c h o n の 最新作 M a s o n & D 血 刀

(1 99 7) で は
,
作者特有 の 二項対立的構図が踏

襲されて い る
｡ それは G r a v )

'

v
'

s R a )
'

n b o w に

登場する
`

¶一e y
'

シ ス テ ム と
`

th e C o u n t e rf o r c e

t

の 関係に集約され るが
,

一 方の 側に西欧近代

社会の 産業資本主義を中心 とする権力構造や

理性
･ 合理主義偏重の 原理があり

, 他方に は

そ こ か ら閉め出された
一 切 の周縁世界が対崎

されて い る ｡ こ の構図は
,

モ ダ ニ ズ ム 対ボス

ト モ ダ ニ ズ ム
,

コ ロ ニ ア リズ ム 対ポス ト コ ロ

ニ ア リ ズ ム
,
人間の 客観的意識対主観的意識

とい っ た対立とも重複して い る ｡ 1 8世紀後半

を背景とする本作品では
,
前者を表す側は西

欧列強 の 植民地帝国主義で あり
,

1)
植民地で

利潤を追求する特許状会社である ｡ これら は

奴隷制と いう非人間的な制度を採用する
一

方

で
,

ラ イ ン設定と いう人間や自然に対する人

工的な管理 ･ 統制方法を用 い てきた ｡ その 理

性 ･ 合理主義偏重の 精神は
,

1 8 世紀に興隆 し

た啓蒙思想や理神論 の中に窺える ｡ 英国学士

産業情報学科
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院とそ こ で 働く 天文学者 M a s o n も , 客観的

な科学的事実と琴考を尊重して い ると いう意

味で前者に属する･｡ 他方 , 後者を表す周縁世

界は
, 奴隷 , 被植民者

,

一

般労働者
,
農奴と

い っ た差別 ･ 抑圧 された弱者に
,
ある い は権

力体制に逆ら っ てそれぞれ の 自由を守ろうと

するイ ンデ ィ ア ン や J ac obit e s や ア メ リカ独

立運動 の 闘志 ｢ 自由の 息子 たち｣ に
,

さら に

は自然 で非合理的生き方をする非西欧人 の 中

に見られる ｡ だが最も特異な力を発揮して い

る の は
,
作品に頻出する魔法

,
神秘

,
超自然

現象と い っ た マ ジ カ ル ･

リ ア リ ズ ム 的要素

だ . それらは非合理的で
,
本能的な人間 の 主

観的意識 の 営み と関わり つ つ
,
創造性や独創

性を生み出す大切な源ともな っ て い る ｡ もう

-- 一 人 の 主人公 Di x o n は
,

ク エ -

カ
ー 教徒と

して平和と平等を尊重 し
,
魔法を使い

,
超自

然な世界を受容して い ると い う意味で
,
後者

に属して い ると考えられる ｡

これ ら の 対立構図に対 して
,
作者は後者の

グ ル ー プ
, すなわち反権力者 , 反西欧 ･ 反人

間中心主義者に共感を寄せ る C b e n y c o k e 牧

師を語り手に据え
,
解釈を加える こ と で反体

制 の色 彩を これまで以上に鮮明 に して い る ｡

で は
,
作者は牧師を通して

, どのように前者

の グ ル ー プを見つ め
,
どの ような解釈を与え

て い る の で あろう か
,
それを具体的に考察し

て い きた い ｡

1 . 弱者の 立場か ら眺めた西欧近代

の新 しい 歴史像

歴 史は多く の場合 , 種々 の勢力グ ル ー プの

権力抗争によ っ て作られる ｡ 各々 の グ ル
ー プ

は敵対者を支配したり , 根絶する こ と を目指

して闘争を繰り広げたり , 自らの存続の ため

に平和的共存や 従属の 道を選ぶ ｡ 複雑に絡み

合う権力闘争にお い て は
,

一

つ の勢力は支配

者で ある と同時に
, 被支配者 ともなりう る ｡

作品に描 かれた植民地帝国主義の 時代的背景

を眺 めて も
,

ア メ リカ植民地人はイギリ ス に

支配されると同時に
,
黒人坪隷を支配し

,
イ

ーン ディ ア シの 根絶を企て
,

フ ラシス や ス ペ イ

ン の 勢力を撃退しようとして い る ｡ ア メ リカ

を支配するイギリ ス も
,

か っ て は ロ
ー

マ 帝国

の植民地と して疎開された歴史を持ち
, 物語

の中で は西欧諸国 , 特に フ ラ ン ス や ス ペ イ ン

と権力抗争を続けて い る o 国内で は St u a rt 朝

復興 を画策する ス コ ッ ト ラ ン ドの J a c o bit e s

を制圧 し
, 支配下におい たと ころだ｡

こ の ように複雑な権力抗争史にお い て は
,

歴史をど の ような立場か ら眺め るかとい う こ

とが重要な問題となる ｡ 牧師の 歴史の見方は
,

従来 の 体制側を中心 とする歴史の 視点を捨

て
, 弱者か ら眺めた歴史 , すなわち強力で非

情な権力構造に翻弄される弱者の立場か ら眺

めた新し い歴史像を作 っ て い る ｡ 特に1 7世紀

か ら始ま っ た西欧列強の海外 へ の 勢力拡大政

策は
,
非西欧諸国を植民地化して

,
西欧 の 諸

制度を世界中に浸透させ ただけで なく
,
そ の

過程で他の弱者 の 文化を押し つ ぶ し
,
隷属化

して い っ た時代で もある こ とを
,
牧師は 明確

に示 して い る ｡

例えば
,
1 756 年に起きた ｢ カ ル カ ッ タ の 黒

穴｣ 事件の 作品で の 捉え方を見てみよう ｡ こ

の 事件は
,

イ ギリ ス がイ ン ドを完全な支配下

に置く発端とな っ た事件と 一 般 に解釈されて

い る
c 広大で 肥沃な B e n g al 州の領土をも つ

領主は フ ラ ン ス人にそそ の かされ ,
イギリ ス

企業がイ ン ド交易で得て い る巨富を独占しよ

うと企て た o そ して領主軍は
, 植民者イ ギリ

ス人をカ ル カ ッ タ の Ⅶ11ia m 砦にある ｢黒穴｣

と呼ばれる独房に閉じ こ め た の である ｡
こ の

時 , ｢黒穴｣ に入 れられた1 50 人の イ ギリ ス 人

は
,
イ ン ドの 夏の酷暑の 中 , 喉の 渇きで気が

狂 い
,

互 い に踏み に じり合 っ て
, 朝まで に

1 27 名が 死亡 し たと言 われる
｡

しか し作品で

は
, 犠牲者はイ ギリ ス植民者か らア フ リ カ 人

奴隷に置き換えられ
, 権力者同士 の抗争 か ら

被植民者 ･ 奴隷 に対する植民者 の非人間的捷
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い と い う状況 に変えて再現されて い る ｡ 第1 4

章に おけるオ ラ ン ダ植民地 ケイ プタ ウ ン にあ

る 白人 向け売春宿 の 奥に あ る と噂 さ れ る

`

Bl a ck H ol e
'

の 話 しが それで ある ｡ W illi a m

砦にある ｢黒穴｣ を四分 の
一

に縮めた レ プリ

カ の中には
,
裸の黒人奴隷が客と共に押し込

め られ
,
｢黒穴｣ の 事件の 死 の恐怖を

,
迫真

的に
,

そして エ ロ テ ィ ッ ク に味わおうとする

白人の望み を叶えるた めに
, 奉仕させ られて

い る の だ｡ 牧師にと っ て
,

どこ の 場所で あれ

本当 の 犠牲者とは
, 非植民者で あると 同時に

弱者の 一 般人な の で ある ｡

ある い は
,
第3 1 章の ア メ リ カ植民者とイ ン

デ ィ ア ン と の 紛争の描き方を眺めて み よう ｡

フ レ ン チ ･ イ ン デ ィ ア ン戦争が全面的に終結

した17 63 年に フ ィ ラ デ ル フ ィ ア の町に 入 っ た

メ
-

ソ ン たちは
,

や がて ア メ リ カ到着以来初

め て人間 の残虐行為を目にする が
,
それは白

人がイ ン ディ ア ン に対 して行な っ たもの であ

っ た ｡ I . a n c a ste r に お い て P a x t o n B o y s と称

される地元民兵が
,
刑務所に避難 し保護され

て い た2 6 名の イ ン デ ィ ア ン を虐殺した の で

あ る ｡ P a x t o n B o y s は そ の 先 々 週 に も

C o n e st o g a でイ ンデ ィ ア ン を殺害 して い る ｡

殺されたイ ンディ ア ン は老人 , 子供 , 無防備

な酔 っ 払い であり
,
M o r a vi a 教団によりキリ

ス ト教 に改宗して 友好的に暮ら して い た人々

であ っ た ｡ メ - ソ ン とデ ィ ク ソ ン は虐殺跡を

訪れ
,
弾痕や こびり つ い た血痕に深い 衝撃を

受けた ｡ ｢ C a pe で の冷酷な犯罪行為
一 公開死

刑執行
,
むち打ち , 引き裂か れた肉 , 噴出す

る血
,

自己満足 に浸る肥満 した白人 たち｣
2 '

よりも遥か に邪悪な ことが こ こ で は行なわれ

て い る の だ ｡

ア メ リ カ史で は
,

イ ン デ ィ ア ン の勢力は フ

レ ン チ ｡ イ ンデ ィ ア ン 戦争で の 敗北 ( ア メ リ

カ国内で は176 0年に終結) によ っ て決定的に

弱体化したとされて い る ｡ それまで の イ ンデ

ィ ア ン は北米大陸にお ける フ ラ ン ス とイ ギリ

ス の 覇権争いを利用 し
,
中立 の立場をとる こ

1 09

とで漁夫の 利を得て い た ｡ しか し フ ラ ン ス の

敗北と共に
,

フ ラ ン ス と手を組んだイ ンデ ィ

ア ン だけで はなく
,

それ以外の 諸部族に対 し

て もイギリ ス は強硬な政策に転換した ｡ 取り

引き商品の価格を引き上げ
,
要塞使用料のー支

払慣行を止めるだけで なく
,
イ ンディ ア ン の

生 活領域 へ の 開拓者の 進出を許 した の で あ

る ｡ そ れ に 対抗 し て イ ン デ ィ ア ン 側 は
,

o tt a w a 族 の首長 P o n ti a c をリ
ー ダ ー と して

,

強者イ ギリ ス ヘ の 全面的従属を逃れる ため ,

イ ンデ ィ ア ン 諸部族による同盟を作り
,

17 63

年か ら1 766 年の間に各地で蜂起 した ｡ 作品の

背景となる の は
,

こ の P o n ti a c の 反乱に対す

る白人側 の報復戦で ある ｡
バ ー ジ ニ ア と ペ ン

シ ル バ ニ ア の 辺境部で は少なく とも2000 人の

白人犠牲者 が出て い た か ら だo P a x t o n B o y s

と呼ばれる ス コ ッ ト ラ ン ド系アイ ル ラ ン ド人

の 辺境開拓者は
,
イ ンデ ィ ア ン ヘ 報復を加え

る
一 方で

, 彼らの襲撃に対して の 軍事的保護

を求め て フ ィ ラ デ ル フ ィ ア ヘ の 行進を行な

い
,

一 切 の 暴力沙汰 を起 こ すこ となく法に

則り保護要請を行な っ て い る ｡ こ の よう に

史実を見る限りで は
,
白人 とイ ン デ ィ ア ン

の どち ら側が より残虐非 道で あ る か明言 で

きな い勢力抗争が繰 り広げられて い る
｡ 当時

ア メ リカ北東部の イ ンデ ィ ア ン は複雑な部族

抗争を繰り返して おり
,

フ レ ン チ ･ イ ンデ ィ

ア ン戦争時
,

イ ギリ ス側に つ い た I r oq u oi s 族

に しても
,
以前は近隣の 諸部族 と戦い

, 彼ら

を制圧 してきた ｡ また I r oq u oi s 族も フ ラ ン ス

側 に組み した H u r o n 族も , 元 は南方か ら侵

入して きた部族で
,
先住民の Al g o n q ui a n と

総称される諸民族を撃退して北東部に住み着

い た の で ある ｡ イ ンデ ィ ア ン の やり方に は宗

教的な意味の 裏付けがあ っ た に しろ
,
敵の 頭

皮を剥い だり
,
火あぶ りで 一 昼夜以上もかけ

て じわり じわりと殺すと い っ た残虐な奇習が

見られた ｡

3)

しか し牧師の 語りには
,

こ の ようなイ ン デ

ィ ア ン の 負の要素は説明されて い ない ｡ メ -
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ソ ン はイ ンデ ィ ア ン虐殺跡で
, 飲むと全て を

忘れるとい う ｢ レ ー

テ
-

の 水｣ の 味と臭いを

感じ
,

ア メ リカで は ｢ 時間が地獄の周囲を流

れる本物の ( 忘却の) 川 (34 6)｣ だと い う思

い に捕らわれ た ｡ こ の ｢ レ ー テ - の水｣ に表

され る忘却とは
, 当時の こ とだけで なく

,
イ

ン デ ィ ア ン がその 後に辿 っ た運命
,
すなわち

白人と の戦闘に敗れ , 各地で結ばれた条約も

-

方的に反故にされ
,
保留地の 貧し い環境に

押し込め られ , 差別され , 民族的伝統も犯さ

れ続けて現代にまで 至 っ た
,
▲その被植民者 ･

弱者 と して の イ ン ディ ア ン の 歴史を忘れて い

る か に見え る現在の白人 に対する作者の思 い

が語り手を通 して表現 されて い る と解釈で き

る の だ｡ 牧師と 聞き手 Iv e g は
, 英国軍が 天

然痘をイ ン ディ ア ン に故意に感染させ て い た

こ とや
, 平和主義的信条で知られて い るク エ

ー

カ
ー

教徒ですら
,

イ ン デ ィ ア ン に銃器を売 っ

て利益 を得て い た こと ( その 中には射手 にも

危害を与える欠陥銃器も含まれて い た) を補

足 して
, ｢ 当時 , 罪を免れて い た者は

一

人も

い なか っ た (3 O8)｣ と
, 植民者 ｡ 白人 の 罪を

強調 して い る の である
｡

さらに は
,
作品 で言及される J a c o bit e s の

反乱 (1 7 45) ち
,
本質的に は王位継承を巡 る覇

権戦争と 考え ら れ る ｡ すなわち S t u a rt 家

J a m e s 二世 の孫, C h a d e s E d w a rd が ス コ ､

ソ ト

ラ ン ド の 高地 人氏 族 を味方 に 引 き 入 れ
,

H a n o v e r 王朝の 転覆を企 て た戦 い な の で あ

る ｡ 敗れた ジ ャ コ バ イ ト の 多くの 高位者は絞

首刑にされたり
,
私権を剥奪された ｡ 私有地

は奪われ
,
族長による世襲裁判権は王権に移

された ｡ し か し メ - ソ ン とディ ク ソ ン は ｢あ

の 夏
,

17 才だ っ た者は誰もが ジ ャ コ バ イ トだ

っ た (3 1 2)｣ とい う心情的共感に最終的に到

達して い る ｡ ジ ャ コ バ イ トに共感を寄せ る の

は
,

デ ィ ク ソ ン の ような ス コ ッ ト ラ ン ド の

血を引く者だけで なく
,
イ ン グ ラ ン ド人 であ

る メ - ソ ン とて 同じである ｡ 被支配者 とな っ

た ス コ ッ ト ラ ン ド兵は
,
武器 の所有だけ でな

く
,
民族特有の タ ー

タ ン チ ェ ッ ク の ス カ ー

ト

をは い たり
,
風苗を吹く こ と も禁じられた o

イ ン グ ラ ン ド兵は ス コ ッ ト ラ ン ドで略奪の 限

りをつ く し
, 怯えた村々 は強者の 前に服従せ

ぎるをえなくな っ た の で ある｡

また
,

1 75 6 年の St r o u d の 町の織エ ス ト ラ

イ キ の 話 し で は
, 鎮 圧 を指揮 し た J a m e s

W olf e とそ の連隊は
, 権力者側 の 冷酷非情な

力を表す抑圧者と して の役割 しか与え られて

い な い
｡ 6 名の歩兵を従え

, 羊が の どかに草

を は むス ト ラ ウ ドの 町に 突然現れ た ウ ル フ

は
, ｢慣れ親し んだ田舎の リズ ム を軍隊時間

の 統制的鼓動に変え
, すべ てを軍隊の 意向や

ス ケ ジ ュ
ー ル に 合 わせ る よ う に 告 げ た ｡

(5 0 1)｣ 駐 屯 の 目的は賃金を半分に減額され

た繊工 の ス ト ラ イ キの鎮圧にあ っ たが
, その

や り方は秩序ある規律とは程遠い もの で
, 辛

を標的に気まぐれに銃を撃ち
, 市民を打摘し

た ｡ こ う し た作中の ウ ル フ の姿 に対 し
, 史実

に描 かれた現実 の ウ ル フ は繊細 な詩人肌 の 男

の よう に 見え る ｡ ウ ル フ は1 7 5 9 年に フ レ ン

チ ･ イ ンデ ィ ア ン戦争に従軍し
,
St . h w r e n c e

川流域で の対 フ ラ ン ス 戦を指揮して殉死 した

英雄で ある ｡ ウ ル フ に関する J . R G r e e n の 記

述を見ると
,

ぎこちな い態度や時折吐く大言

壮語 の裏に
,
優しさと勇敢さが隠れて い る英

雄的気質の 持ち主 の ように描 か れて い る ｡

4)

難攻不落の長 い絶壁地帯に立て こもる敵をお

びき出せ ず ,
6 週間 に も及ぶ腰着状態 の 後

,

意 を決 し て 突 破 口 を開 い た 時 ,
ウ ル フ は

¶1 0 m a S G r a y の
"

El e g y W ritt e n i n a C o u ntr y

C h u r c h y a rd
"

を吟唱 し
, ｢ ケ ベ ッ ク を占領す

るより ,
こ の 詩の作者に なりたか っ た｣ と つ

ぶや い たと言われて い る
｡

こ の ように作中の

ウ ル フ像と史実 の像を変えた の は
, 軍隊 の 本

質を示 す狙 い が あ っ た こ と は 明白 で あ る
｡

メ
-

ソ ン は
,

ウ ル フ が ス ト ラ ウ ドの 繊工 に示

した態度に徹底 した軽蔑の 念を読みとり , 同

じ軍人で ある B r ad d o c k 将軍 の イ ンデ ィ ア ン

に対する態度と の類似性を指摘して い る ｡ ブラ
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ド ッ ク もこ の 前年,
1 75 5 年に D u q u e s n e 要塞

をイ ンデ ィ ア ン に急襲された際 , 負傷し
,
そ

れが原因で ウ ル フ と 同様に死亡 して い る ｡ プ

ラ ド ッ ク はイ ン デ ィ ア ンを ｢ 待ち伏せ が得意

で
, 礼節を知ら ない

,
反逆的で 危険な原住民

(50 1)｣ と見なし たが
,

こ れは織工 に対する

ウ ル フ の 見方と 同じ であ る ｡ 牧師は ス ト ラ ウ

ドの 事件に コ メ ン トを加え
, 軍隊は自由や忍

耐と い うま こ と しや か な理由を掲げて おきな

がら
, 同国人で ある

一

般大衆に対 して は外国

から の 侵略者 の ごとく
,
疑 い と軽蔑の 念 で接

して い る と評 して い る ( 4 0 8) ｡
メ ー ソ ン の

故郷 ス ト ラ ウ ドで の 織工 の ス ト ラ イ キ や デ

イ ク ソ ン の 故郷 D u r b a m で の 炭鉱夫 の ス ト

ラ イ キに代表される資本家と労働者の 階級闘

争にお い ても
,

イ ンデ ィ ア ン と植民者と の 闘

争にお い ても
, 共に鎮圧にあた っ た軍隊は権

力者側 の武力を行使する人間と して
, 抽象的

な役割 し か 与えられて い な い の で ある ｡

以上 によう に
,
様々 な対立 の 構図 - < 植

民者
,
特許状会社 一 被植民者 ･ 奴隷

,
イ ン

デ ィ ア ン >
,

< 資本主義企業 ( - イ ギリ ス 政

府) - 賃金労 働者 >
t

< 領主 一 農奴 >

を通 して 牧師が 語 っ て い る の は
,

一

方 的 に

抑圧されるに到 っ た弱者の 歴 史な の で ある ｡

2 ｡ 西欧近代社会制度 へ の批判

作 品に描 か れ た1 8 世 紀 の 歴史は
, 牧師に

よ っ て 新 し い 視点 か ら 見直され ると 同時に
,

西欧 近代の 社 会制度 に疑 問を投げか ける 形

で 展 開 さ れ て い る ｡ 社 会学 者 A n th o n y

Gid d e n s によ る と
, 西欧 近代の 制度に は 以

下の ような四 つ の 特性が 見られる
｡

5)

まず作品導入 部で語られた
, 牧師の若 い 頃

の 監獄 に 投獄された体験で は
, 第

一

の ｢ 監視｣

( 情報の 管理と社会的監視) する体制 へ の 批

判と な っ て い る ｡ 牧師は権力者側が
一

般庶民

に対 して犯 した罪を告発する文書を匿名で 公

に した こと で
, 投獄された の で ある ｡ そ の内

I S u r y eil h n 亡e

( C o T tt r O] o Ein f o rヮチti 仰

a rLd s o ci al stJP e T Y tS I O d)

3 C a pit llis m

( C a pit il - c c u m tJ h tio rL if)

th e
_
c o rlt e Xt Ot C O m P e †itiv {

I a b o u = nd p ro d u ct m a rk c

＼
2 M ili【叩 P O W er

i!i!il

(C h n tr o l o E th e m e A rL! OE

y iole Tt Ce i n t h e c o n t e x t of

th e i nd u s ( ri alis ati o n oE w l r)

4 t A d u st Tillis m

巾 n s b r m 3ti oII Of rt a ( u 【c :

J c y d o p m et II OL th e

一

打亡&t eJ c n yif O n n e r tt
-I

)

F J

'

g JL 柁 1 . n e i n sd tt lti o n al d i m e tt si o n s oE m o d c m ity .

F r 亡e S P 亡C ⊂h / d e m o くr 3 (i 亡 m O V e m m ( S

( c o tJ n t 亡r C ult u r eI

Fi8 u ' e 4 . T y p e s o E i O ⊂i al m o v e r n 亡n t S .

容は ｢ 自分の 目に 触れたある種 の罪 一 囲 い

込み
,
追 い 立て

,
巡回裁判評決

,
軍隊生活 の

形で強者 が弱者に犯 した罪 (9)｣ に つ い て で

あ る ｡ 牧師の 罪名は匿名の 罪 とされて い た
(二

こ の 時 t 気が狂う程 の 衝撃を彼が感じた の は
,

言論 の 自由や民主化を求め る個人を名前に よ

っ て監視 ･ 制御する体制の 実体を彼が知 っ た

こ と による ｡ 今まで 自分 の もの と思 っ て い た

個人の 名前と は
,

実は当局の 所有物 であり
,

獣に つ ける首輪の ように個人を拘束し
,
意の

ままに操る ため の 道具だ っ た こ と を悟 っ た こ

とによる の だ｡

第二 の ｢ 軍事力｣ (戦争の 産業化 と い う状

況の もと で の 暴力手段の管理) の特性は
,

イ

ギリ ス船 S e a h o r s e 号が フ ラ ン ス 軍艦 に砲撃

された事件を通 して批判されて い る ｡ 金星通

過 の 天体観測の ため に ス マ ト ラ ヘ 向か っ た

メ - ソ ン とデ ィ ク ソ ン は
,

たまたま牧師と 共

に S e a h o r s e 号 に乗船して い て
,

こ の 事件

に遭遇 した の だが
,
命の危険に晒され

,
恐怖

を感じて も
,
逃れる ことも で きない 自分たち

の状況を意識するばかりであ っ た ｡ こ の ように
,
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強力な軍事力は 一 般市民を犠牲にする形 で悲

惨な戦争を引き起 こ して い ろの であ る ｡ 既 に

述 べ たように
,

ス ト ラ ウ ドの織工 の ス トに代

表される労働争議で も
,

イ ン デ ィ ア ンと植民

者との戦い でも
,
顔庄に当た っ た軍隊は冷酷

な侵略者の側面を見せ て い る の である ｡

第三 の ｢ 資本主義｣ ( 競争的な労働市場や

生産市場を背景とする資本の 蓄積) とい う特

徴で は
, 植民地帝国主義の 時代を反映して

,

奴隷制 が大きく ク ロ
ー ズ ア ッ プされて い る ｡

メ
- ソ ン たちが行く先々

, 希望峰 ,
セ ン ト ヘ

レ ナ島 ,
ア メ リ カ

,
N o 地 C a p e と全て の 土

地 は
,
奴隷制とい う非人間的制度で摩周され

て い た ｡ 奴隷制における労働の 搾取 と いう点

で は
,

ス ト ラ ウ ドの 織工や ダ
ー

ラ ム の 炭鉱鉱

夫 の 労働 争議も同 じ根をも っ て い る と言 え

る ｡

第四の ｢産業主義｣ ( 自然界の 変容一 別造

された環境の 発達) とい う点に関 して 見れば
,

作品に描かれた様々 なライ ン が こ の 間題 の 本

質を表して い ると考えられる ｡ ラ イ ン は
,
刺

権の ために自然を分割 して支配する ために作

られる人工物だか らである ｡ 新大陸ア メ リカ

に お い て も, 自然は 植民 地化され る と同時

に
,
測量され

,
ラ イ ン が引かれて

,
利潤追求

に都合が良いような優先権や制御権が確立さ

れて い る ｡

6'
こう して大自然 は

,
ライ ン を通

して権力側 の 秩序構造に取り込まれて い くの

だが
,
その 際

,
利潤を追求する企業が必ず介

入する ｡ ｢ 市場 はあ らゆ る囲い の ない 土地 に

慣例法をも っ て出現 し
, 権力は ラ イ ン と標尺

で体制を整えて いくの だ｡ (28 1)｣

ラ イ ン がは らむ問題は
,

メ - ソ ン と デ ィ ク

ソ ン が測量 した ア メ リカ の 植民地 ペ ン シ ル バ

ニ ア と メ ア リ
ー ラ ン ド の 境界線を示す

`

t h e

Ⅵ st o

'

に象徴的に示されて い る ｡

'

th e Ⅵ st o
'

は
,
木々 を伐採し

, 自然を破壊し
,
地形を無

視して作られた人工的な道であり ,
イ ンデ ィ

ア ン が自然と共存する中で
, 自然にで きた踏

み 分け道 ｢偉大なる戦士 の 道｣ とは対照をな

す｡ ｢ 川に接する時の ように
,

こ の 小道に接

する (64 6)｣ イ ンデ ィ ア ン に と っ て
, ｢ こ の小

遵をメ - ソ ン たちの
`

也e Ⅵs b
'

が (交錯して)

切断する こ とは
,
川 に土 の ダ ム を作 るような

も の .(6 47)｣ なの であ る ｡ ライ ン に表される

西洋的な自然の 制御方法に対 して
, 東洋的価

値を尊重する中国人風 水占い 師 Z h a n g は
,

｢ 荒廃 の 大通り (679)｣ , ｢ 悪 の暗渠 (7 01)｣ と

称 して
, 厳しく断罪 して い る ｡ 東洋的観点か

ら眺め ると
, ｢境 界とは海岸線や尾根 ,

川 の

土手と い っ た自然に従うもの (542)｣ であり
,

西洋的な意味の ｢ 正 し い 1i n e｣ は
,
自然 の

各々 の 方位を支配して い る動物をも傷つ ける

行為なの である ｡ また
,

ライ ン により分割さ

れた世界は
, 原初の 全 -

的な世界を分断 し
,

そ れと同時に 人間 の 他者と の 連帯感を失わ

せ
,
差別を産 む元凶にもな っ て い る ｡ イ エ ズ

ス 会神父 也e W olf o りe s u s は
, 愛や信頼 ,

同

意が 得られな い 世界を制御する手段と して

｢ 壁｣ と い う ラ イ ン が作られた が
,
それは世

界の 投獄化で ある
,

と語 っ て い る ｡

′

m e M o d el , … i s I m p ri s o n m e nt .
W al1 s ar e t o b e

t h e F u t u r e … .
F aith i s n o l o n g e r w illi n gl y

b e st o w
'

d u p o n A u t h o ri ty ,
eit h e r r eligi o u s o r

s e c ul a r . Wh at Pity . If w e m a y n ot h a v e I . o v e
,
w e

w ill a c c e p t C o n s e n t
,

- if w e m a y n ot o bt ai n

c o n s e n t
,

w e w ill b u il d W all s . A s a W all
,

p r oj e c te d u p o n th e E a rth
'

s s u rf a c e
,
b e c o m e s a

ri gh t Li n e
,

… w e m a y sh a pe ,
wi th m n g e m e n t s

of s u c h Li n e s
,

. . . R ul e s of P r
･

e c e d e n c e
,

R o u te s

of A p p r o a c h , Li n e s of Si gh t
,
Fl o w s of P o w e r

,
. . . .

(52 2)

事実 ,

`

M a s o n & Di x o n lj n e
'

によ っ て分断さ

れた ア メ リカ国民は
, 後に国を二 分する南北

戦争と い う内戦を引き起 こ すこ とに なる の で

ある ｡ さらに優先権の ル ー ル や制御 ル ー トが

ラ イ ン に従 っ て確立された時 ,
ア メ リ カと い

う新大陸の楽園は
, 無限の 可能性を制御され

,

有限化されて しまう の だ｡

. . .E a r th ly P ar a di s e , F o u n t ai n of Y o u th
,

. . . s af e till
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th e n e x t T e r rit o r y t o th e W e s t b e s e e n a n d

re c o rd e d
,

m e a s u r
'

d an d ti e d i n , b a c k i n t o th e

N et - W o rk of P oi n t s al r e a dy kn o wn , . . . c h a n g l n g

all f r o m s u bj u n c ti v e t o d e cl a r a ti v e
,

r e d u ci n g

P o s sibilid e s to Si m plici也e s th at s e rv e th e e nd s

of G o v e m m e n t s , - … a s s u m i n g 也e m u n b 也 e

b ar e m o rt al W o rld th at i s o u r h o m e
,
a n d o u r

D e s p ai r . (34 5)

こ うした意味で
,

ラ イ ン は西欧近代を待たず

とも , 人類の 歴史の誕生と共に始ま っ た現象

と言 える か もしれな い ｡ 少なく とも作者は
,

文明社会を築く上で不可 欠の 要素と考えて い

たようで ある ｡ 聖書 の創世記で も , 天地創造

の 二 日目 に神 は天 空 と 上下 の 水を分割 し
,

｢最初の境界線を作り
,
そ の 後の 歴史の すべ

て は
,

さらな る分割 に過 ぎな か っ た (3 61)｣

と登場人物の 一 人は語 っ て い る
o

ラ イ ン は境

界線とな っ て
,
事物を識別させ る機能も果た

すが
,
権力も作動させ ると い う諸刃 の 剣の 作

用をする の だ ｡ そう した権力構造 と深く結び

つ く ラ イ ン の 性質を本能的に 感じ る か ら こ

そ
,

メ - ソ ン たちは境界線測量 の 仕事の 正当

性に疑問を投げか けて い る の であ る｡

H e h a s c e ねi nly ,
a n d m o r e th a n o n c e

,
t o o ,

d r e a m t hi m s elf u p o n a d a r k M i s si o n w h o s e

d et ail s h e c a n n e v e r q uit e r e m e m b e r , f e eli n g l n

t h e g rip o f F o r c e s n o o n e w ill t ell hi m of ,

s e Ⅳi n g l n t e r e st s i n vi sible . … h i s Si n i s n o t t o

'

v e r e fu s

'

d th e W o rk & o m th e o u t s e t (3 94)

作中に描 か れ た別 の ラ イ ン も権力と関係し

て い る ｡ デ ィ ク ソ ン が ダ ー ラ ム で測量士と し

て携わ っ て い た ｢囲い 込み｣ の ラ イ ンもそう

だ｡ 英国における囲い込み運動は
,
16 世紀の

毛織物の 興隆と共に始まり
,
作品の背景とな

る18 世紀後半で は議会公認 の 議会制囲い込み

で 耕地 の 半分以上が すで に囲 い込 まれて お

り ,
1 9世紀に は開放耕地は ごくまれにな っ て

しま っ たとい われる ｡ 囲い込み により
,
貧農

は薪を採 っ たり
,
家畜を放牧で きる共有地 を

失 い
, 農業を捨て て

, 資本主義を支える賃金

1 13

労働者にならざるをえなくな っ て いく の であ

る ｡

ライ ン は空間ばか りで なく , 時間に も存在

する｡ 175 2年に英国で実施されたカ レ ン ダ
ー ー

改正 で は
,
日付は 9 月 2 日からい きなり 9 月

1 4 日に飛ばされ
,
権力者である政府の

一

方的

な時間 へ の 介入と操作を国民全休が意識した

事件であ っ た ｡ ヨ
ー ロ ッ パ諸国と共通の カ レ

ン ダ
ー

を採用する必要か ら
,
それまで の ユ リ

ウ ス 暦か ら グ レ ゴ リオ暦に 改訂され た の だ

が
,
人々 は ｢ 議会が制定した時計の 同じ

一

振

りにより
,
比茸ない侮辱を受け

, 暦の 傷を背

負い続ける こ とに な っ た (55 5)｣ と牧師は述

懐して い る ｡ 強制的に奪われた1 1 日間は ｢人

生と い う織物に走 る裂け目｣ と なり , 人々 に

心 の 傷を残し た ｡ メ - ソ ン も例外で は な い ｡

牧師は 二人 の F)
'

e)d J o u m a) の 記述の中に
,

l l

日お きの周期をも っ て
, 時計の 振り子の よ う

に測量 の場所を移動する パ タ
ー ン が繰り返 し

現れて い る こ と を発見して い る ｡ 失われた1 1

日間が二 人の 深層心理に与えた影響をそ こ に

読み と る こ とがで きる の だ ｡ 時間にお い て も
,

空間と同様 , 継 ぎ目な い自然な流れを理想と

する東洋的思想が対崎されて い る ｡ 荷物と し

て船 上に乗せ ら れた S b elt o n 時計と Elli c o tt

時計は
, 大海原の 自然な鼓動を感じて ｢自

ノ

分

の振 り子 の長さや
,

一 日の 分割に関わりなく
,

多少の抵抗を して も波の鼓動に合わせ て時を

刻み た い と い う誘惑(1 23)｣ を感 じて い る o

また
,

カ レ ン ダ
ー 改正と係わる M a c cl e sfi eld

伯も , 西欧的時間の概念を尊守しながら
,
そ

れとは対立する時間 へ の 接し方の 必要性を感

じて い る ｡ 彼が雇 っ た東洋人 の存在がそれを

暗示して い る｡ その 東洋人は ｢西洋人の よう

に時間の経過に対 して恐帰心 を抱かず ,
む し

ろ時間に無関心で
,
で きるだけ純粋に透明に

時間に接 して い る ｡ (1 95)｣ そう した意識を

反映するように
, 彼らが使う言葉には

,
動詞

の 時制がなく , 時間の 制約か ら解放されて い

る の で ある ｡
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メ - ソ ン たちが作 っ た ライ ン は
,

ペ ン シ ル

バ ニ ア とメ リ ー ラ ン ド両植民地 の 82年にも及

ぶ境界線紛争を解決 し たと い う点 で は
一

見 ,

正の 作用をなして い る かに見える ｡

7) だが先

述 し たように
,

二 人が作 っ た ラ イ ン は
,
奴隷

制を敷く植民地 と賃金労働制をと る植民地 の

間に境界線を引い た ｡ C a p e
,
セ ン ト ヘ レ ナ

,
ア

メ リカと 二 人が 行く先 々 の すべ て にあ っ た奴

隷制 ,
こ の奴隷制を容認する地域を作る ライ

ン を二 人は引きな が ら
, ｢ こ の 公の 秘密 ,

こ

の 恥ずべ き核が どこ か他の場所にある か の よ

うなふりをして (692)｣ きた の だ｡ 4 年1 0 カ月

に 及ぶ ラ イ ン測量の 終了間際に ｡ B alti m o r e

の 町で奴隷監督が奴隷たちを鞭打 つ光景を目

に し た時
,

デ ィ ク ソ ン は鞭と奴隷の 間に立ち

は だか り , 鞭を奪 っ て奴隷監督を打僻し
, 舵

隷を解放 し た
｡ 平和主義の ク エ

ー カ ー 教徒 で

ある デ ィ ク ソ ン に と っ て も
,
奴隷監督の 残忍

さは容認 で きなか っ た の だ｡ こ の 場面は
,

デ

イ ク ソ ン の これまで の 体験に対する最終的な

意志表示 と解釈できる c 他方
,
同じ場 に い た

メ -

ソ ン はディ ク ソ ン の 勇敢な行為を賞賛し

なが らも , 傍観者 の立場を保持した ｡ こ の 事

件に関して
, 牧師は次の ように述 べ て い る ｡

H e r e i n M a ryl a n d
,
th e y h a d a c h oi c e at l a st ,

a n d Di x o n c h o s e t o a ct
,

a n d M a s o n n ot t o
,

-

u nl e s s h e h a d t o
,

-

w h at e a c h of u s wi s h e s

h e m i g h t h a v e 也 e u n thi n ki n g G r a c e t o d o
,

y e t f ail s t o d o 二 T o a c t f o r al1 th o s e of u s w h o

h a v e s o f ail e d .( 下線は筆者によ る) (6 98)

デ ィ ク ソ ン は ｢ 行動する｣ こ とを選ん だが
,

メ - ソ ン はそうしなか っ た ｡･ , こ こ で注意 し た

い の は
, 事件を語る牧師は ｢ 私たち｣ と い う

代名詞を使用する こ と で
,

メ
-

ソ ン だけ で な

く
,
語り手自身や聞き手 の Le S p ar k 家 の 人々

,

さらには読み手 の読者をも巻き込む形で
, 傍

観する怠惰を戒め て い る こ と で ある o そ こ に

は
,
行動する こ と を望み

,
ある い はする だけ

の 雅量 がありなが ら
, 行動 しな い こ う し た

人々 の存在こそが権力の支配を許す元凶に な

っ て い ると い う ピ ン チ ョ ン自身の考えが窺え

る の で あ る ｡ ･ ピ ン チ ョ ン は
"

N e a r e r
,

M y

C o u c h
, t o TY l e e

' '

(1 99 3) と題する エ ッ セ ー で
,

七 つ の 大罪の 一

つ
, ｢怠惰(Sl o 仙)｣ の 現代型

の 最 初 の も の と し て
,

M e l v ill e の 短 編
"

B a rtl e b y t h e S c ri v e n e r : A St o ry of W all -

St r e e t
"

(1853) の主人公 M by を挙げて い る｡

8)

バ ー

ト ル ビ ー

は
"

I w o uld p r ef e r n ot t o
"

と言 っ

て
,

一 切 の 行動を しない こ と で
, 悪の 世界 へ

の 協力を拒んだ ｡ しか し
,

ピ ン チ ョ ン にと っ

て
, それは怠惰な罪 に当たる の で ある

｡ 傍観

する怠惰の 罪 こそが
,
1 920 年代 .

30 年代の世

界的な フ ァ シ ス ト の 台頭や ヴ ェ トナ ム戦争を

許 した o 現代型 の 怠惰とは
,
正し い こ とを選

ぶ機会が与えられなが ら
,

や る べ きこ とを怠

る こ とを指す｡ 怠惰によ っ て 道徳的な苦悶を

感じ な い わけ で は な い が
,
絶望的な苦 しみを

味わうまで に は至ら な い 人々 が現代で は多数

派を占めて い る の で あ る
｡

か つ て繊エ ス ト ラ

イ キを無力なまま傍観し
, 妻の耗族や父 の助

けに なれず , 故郷 ス ト ラ ウ ドを逃げ去 っ た メ

-

ソ ン は
, 再び奴隷問題 で 逃げた の で ある ｡

奴隷制 に象徴される人間 へ の 差別と抑圧の 状

況 は
,

メ - ソ ン や デ ィ ク ソ ン や牧師たちが生

きた時代 か ら今日ま で
,

ア メ リカ で は解消さ

れる こ と なく続い て い る
｡

W h e n t h e H o o k of Ni g ht i s w ell s e t
,

. ｡ . sl o w ly

i n t o t h e R o o m b e gi n t o w al k t h e bl a c k

s e Ⅳ a n t s , th e l n di a n p o o r , th e l ri s b m n a w ay s
,

th e C hi n e s e S ail o r s , th e o v e rd o w
'

d f r o m th e

m a d H o s pit al
, all u n c h o s e n P hil a d elp hi a

,

…
T h e y b ri n g t h ei r S c a r s , t h ei r P o x

-

pitt e d

C h e e k s
,
t h ei r B u r d e n s a n d L o s s e s

,
t h ei r

f e v e ri sh E y e s , th ei r p r o u d f ell o w s hip i n a

M o bility t h at i s t o b e , w h o s e s h a p e n o n e

i n sid e this H o u s e m a y k n o w . (75 9)

夜 , 皆が寝静ま っ た時に
,

Le S p ar k 家にど こ

か らともなくわき出た人々 一 黒人召使い
,
貧

し い イ ンデ ィ ア ン
,

アイ ル ラ ン ド人逃亡者
,

中国人水夫
,
精神病院か らあふ れで た狂人 -



｢ M a s o n & Di x o n一英国植民地時代における 二項対立の 構図｣

は
, 時を経て やが て C b * g of L o t 4 9 の 舞台 ,

サ ン フ ラ ン シ ス コ の 夜の町にう ごめく差別さ

れた W A S T E の 人々 となり
,
ある い は ロ ス ア

ン ジ ェ ル ス の 貧民街 W a 仕s に生活する ｢貧乏

人 , 敗北者 , 犯罪者 , 自暴自棄の 人々｣
9 '

と

な る の で ある ｡

3 . 西欧近代の理性 ･ 合理主義偏重

の原理 へ の批判

西欧近代の 社会制度 は
, 牧師によ っ て 反西

欧 的視座 か ら批判されて い た ｡ し か も , 彼の

批判の対象は制度 だけに留まらず ,
その根底

に流れ る理性 ･ 合理主義偏重の 原理に まで及

ん で い る
｡ 背景と なる18 世紀 は

,
理性 の 時代 ,

啓蒙主義の 時代と して知 られて い るが
,

こう

し た精神を具現す る英国学士院 ,
産業革命 ,

百科全書派の 啓蒙思想
,
理神論と い っ た事柄

が作品で は言 及されて い る ｡

1 66 2 年に正式 に 発足 し た イ ギリ ス学士院

は
,
現象の 観察と実験 と い う近代的自然科学

の 研究方法を用 い
,
数 々 の 科学上 の 発見 の 時

代を開 い た
o 以来

,
本作 品 の背景と なる1 700

年中頃まで に
,
学士院は天文学を初め

,
気学

,

医学
,
生理学 , 鉱物学

,
鳥学 , 植物学など の

諸分野に 飛躍的 な進歩をも た ら し た の で あ

る o ま た
,
A r n old T o y n b e e は ヨ ー ロ ッ パ 産

業革命の 始まりを 〃 & β の 背景と同 じ1 7 60

年前後と して い るが
, 産業革命の 発展も

,
令

理的精神と客観的な科学 の 発達が産み出し た

もの である ｡ さ らに
, 啓蒙主義の思想も , 人

間悟性に全幅の 信頼を寄せ る合理主義の 精神

に貫か れて い る
o

その 知的系譜 は1 75 1 年から

1 7 72 年に か けて フ ラ ン ス で完成された
, 本文

1 7 巻 , 図版1 1 巻 か ら なる百科全書に端的に表

れて い ると言われる ｡ その 基本的立場は合理

主義であり , 筆者たちは古い 権威や信仰か ら

人間精神を独立させ る こ とを目指し た ｡ 宗教

界で は
t

こ の 時代に理神論が台頭して きた ｡

理神論で は
,
理論から割り出し た神は認め る

1 1 5

が
, 神秘性 ,

超自然的啓示 , 奇跡とい っ た非

合理的要素や信仰箇条は否定する合理主義的

世界像を求め た の で ある｡

こ うした18 世紀の支配的精神が
, 大きな存

在感を作品に与えて い る ｡ だが
,
それと は 村

照をなす非合理的 , 非理性的要素は
, も っ と

大きな存在とな っ て い るように思われる
｡ 作

品の語り手は超自然性を本質とする宗教に仕

える牧師に設定されて おり , 彼が語 る時は
,

神の 子キリ ス ト の誕生を祝うクリ ス マ ス に な

っ て い る ｡ また
, 彼の立場を補強する か の ご

とく , 物語の冒頭と末尾には話 しをする超自

然的な犬
,

`

¶1 e Le a rn 占d E n gli sh D o g

'

が 登

場して
, 牧師と 同種 の フ レ

ー ム の 効果を与え

て い る
｡

それだけ で なく , 作品に は作者特有

の 非合理的 エ ピ ソ
ー

ドが溢れて い る o 蛇も時

計もゴ ー レ ム も犬と 同様に話 しをする ｡ 対 ス

ペ イ ン戦か らオ
- ス トリ ア継承戦争 へ の 長斯

戦争 の端を開 い た ｢J e n ki n の 耳｣ 事件の 切り

取られた耳は
,
瓶の中か ら起 きあが ると

,
客

の言葉に聞き入 る ｡ 巨大な電気 ナ マ ズ F elip e

は
,
強力な電気を発 し ｢奇妙に 恵み 深く賢 い

(43 4)｣ 表情で人間に お じ ぎをする ｡

10) 他にも

重さ4 ト ン
,
高さ1 0 フ ィ

ー トもの 巨大な グ ロ

ス タ -

チ
ー ズ

,
教会の 尖塔よりも背が高 い 超

巨大な野菜 , 死者 の亡霊
,
自己複雑化の 能力

をも つ 機械の 鴨 , 極北 の地下世界にある別な

文化社会
,
あ る い はま た

,
魔術師

,
風水師 .

占星術
,
様々 な神秘思想と い っ た事柄が作品

に描 か れて い る ｡ デ ィ ク ソ ン も空中浮遊術を

使い
, 魔法を信奉して い た ｡

こ の ように作品内で は数 々 の 超自然的要素

が科学的 , 客観的事実 と共存して おり
,
不思

議な世界を醸 し出 して い る ｡
エ ッ セ ー

"

I s it

0 . K t o B e a h ld dit e ?
"

の中で
,

ピ ン チ ョ ン は

｢理性の 時代｣ と呼ばれた1 8 世紀に ゴ シ ッ ク

小説が流行 した理由と して
,
神秘性 へ の 人々

の 要求をあげて い る ｡ ｢奇跡の 時代と して 知

られるように な っ た初期の 神秘的な時代に対

する深 い 宗教的な憧れ｣
l l)

が人 々 の 心 の 中に
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･

ある の だo 18 世紀以前 , 特に中世の 頓に は
,

自然の 法則はそ れ程厳密に理解されて お ら

ず , 巨人や ド ラ ゴ ン が生息し
, 魔術は単なる

機械装置に化して は い なか っ た ｡ 〟 & β の

中で も , 同様の思 い が繰り返 し語られて い る ｡

… i n h a bit a p a rt o f E n gl a n d w h e r e a n ci e n t

c r e at u r e s m a y y et m o v e i n th e D u sk
,

a n d th e

a ni m al s fl y , a n d a l e d e ad p o p in n o w a n d th e n

fo r c o ff e e a n d a c h at . U p o n m y h o m e s oil
,
th e

G r o u n d f o r g r o w i n g a n y s u c h W o n d e r s h a s

b e e n c m elly p oi s o n
'

d w it h t h e c o m i n g of th e

h y d r a ul ick I . o o m s a n d th e a p p e ar a n c e of n e w

s o rt s o f w e alt h y i n di vid u al
,
th e l at e - c o m e

ru l e r s . . . . (3 13)

水力紡績機に代表される新し い テ ク ノ ロ ジ
ー

と資本家階級の出現が神秘的な要素を破壊し

た とする上述の 主旨 は
,

"

I s it O . 冗 . t o B e a

h lddit e?
"

の 主張と同 じもの で ある ｡
こ の 時

代に ア メ リカ で は
,

イ ル ミナ チ
,

フ リ
ー

メ
-

ス ン
,

`

El e ct C o h e n s
'

等の 様々 な秘密結社が

誕生 した こ とを牧師は語 っ て い るが
,

や はり

神秘を求め る人 々 の 要求を反映して い る の

だ ｡

K eith ¶1 0 m a S によ ると
,
科学技術の 発達

と秩序ある合理的宇宙観の台頭を背景に
,

イ

ギリ ス で は1 7 世紀末まで に宗教と魔術 は衰退

して い る ｡ だが
,
その 因果関係は単純なも の

で はなく , 今日でも神秘的治療 ,
中国の 易占

い
, 占星術 ,

数々 の オカ ル トや心霊主義が流

行 しており
,
｢人口 の ほ ぼ四分の - は - - 魔術

師と呼ぶ の に きわめてふ さわ し い宇宙観をも

っ て い る｣ と最近 の 調査報告をあげて い る ｡

1 2)

人類学者 B r o ni sl a w M ali n o w ski の 論に よる

と
, 魔術は ｢人間が埋 める こ と の できな い割

れ目
,

つ まり自ら の知
,
ない し現実的抑制の

能力の 隙間に出会い
,
それで もそ の 追求を止

める こ と がで きな い場合
,
必ず起こ ると期待

しうるもの であり
,
そして

一

般に見つ か るも

の｣
13) で ある ｡ これら の 論か らも推察で きる

ように
,
超自然的な要素は時代に関わりなく

人間の 心に存在するもの なの だ｡

ピン チ ョ ン作品で は
,

これまで にも6 0年代

の カ ウ ン タ ー カ ル チ ャ
ー に 見られ る エ マ ソ

ン
,

ソ 一 口 - らの ト ラ ン セ ン デン タ リ ズ ム や

東洋的神秘思想が重要な価値と して捷示され

て い た
｡

また ユ ン グが説く主観的直感力や無

意識も大切な要素とな っ て い る ｡
ユ ン グは

,

人間精神の営み を
,
理性が働く客観的意識と

,

感情 , 直感が働く主観的意識の 二面に分けた

が
,

こ の どち らか 一 方を切り捨て る こ と は で

きな い ｡ 例えば
, 人は死に遭遇 した時 , 死が

変身 , 無化 , 自然 の 提である と い っ た客観的

認識に至 る ｡ し か し
, 主観的意識はそ こ か ら

衝撃や恐怖 , 苦悩や不安を抱き
, 降霊術や神

話等に よ っ て死の現象を拒否 ,
ない し忌避 し

ようとする ｡ そ こ に は客観的な死 の認識と
,

それを信じる こ とがで きな い 主観的な意識の

両方が
, 他者を本当に無効に しな い唆味な関

係で両立 して い る ｡ 人間の 意識とは こ うした

二 つ の 意識 の混乱 した合体なの で ある ｡ 科学

がどの ように発達し
,
実理が発見されようと

,

一 人 一 人 の 個人に と っ ては自然界に は謎や未

知 の もの
, 驚異や神秘が溢れて い る ｡ こ の 不

確かな割れ目を補うため
,
主観的意識は幻想

を作り
,
宗教や神話や魔術を生み出し

, 常軌

を逸脱 して いく o E d g ar M o ri n が言うように
,

人間は寄観的意識が働く理性の 人 (賢人) で

あ ると同時に
,
主観的意識が働く錯乱 の 人

( 狂人) なの で ある ｡

4 )

科学界に偉大な発見をもたらした コ ペ ル ニ

ク ス
,

ケプラ ー

,
ニ ュ

ー

ト ン は占星術を信奉

し
, 少なくとも

一

つ の魔術秘密結社の メ ン バ

ー で あ っ たと いう
.

メ - ソ ン と深 い関係 にあ

っ た英 国天文台長 の M a s k ely n e も
,

セ ン

ト ･ ヘ レ ナ島に い た時代に ｢ 危険な程 ,
狂気

の 人( 1 2 8)｣ で あ っ たと牧師は語 っ て い る ｡

マ ス キリ ン に と っ て
,

セ ン ト
｡ ヘ レ ナ島は

｢意識をも つ 生き物で
,
地下 か ら生 まれ る力

に よ っ て生命を吹き込 まれて い る ｡ (1 2 8)｣

島の 活火山が噴き出すガ ス とあたり 一 面の地
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獄の ような光景も
, 彼にと っ て みれば ｢ 執拙

な幽霊 , 大昔の 罪 (1 32)｣ が取り つ い て い る

証拠なの で あ る ｡ ある い は理性的に行動する

メ - ソ ン たちに も錯乱の 人の 面 が見られる .

ラ イ ン測量の ため原始林の 奥深くに 入 っ て行

っ た時 , ｢ だめだ - - こ れ以上 だめだ - - こ

れ以上入 っ て は だめだ (63 4)｣ ,
｢ おまえたち

は西端の 道標を超 えて 奥深く に入り過ぎて い

る (6 35)｣ と ささやく声が 二 人 に は聞 こ え
,

風 の 音だと反論 して もどうしようもなく なる

の で ある ｡ ケプラ
ー

は ｢占星術 ( a st r ol o g y)

は
, 天 文 学 ( a st r o n o m y ) の 理 不 尽な姉

(1 3 6)｣ と称 したそ う だが
,
理性と非理性は

本来兄弟関係にあり
,
密接に 関わ っ て い る ｡

し か し
, 西欧社会は い つ の まに か理性の み を

偏重 し
, 非理性を排撃

,
抑圧するようにな っ

て しま っ た の である ｡

こ の 意味で
,
牧師が しばしば紹介する反西

欧 的視座
,
特に主観的意識 と客観的意識 の 区

別が な い両者が
一

体化し た世界観や狂気に価

値を置く考え方は
, 西欧文化の規範に再考を

促す作用をして い る
｡ 例えば

,
悪夢に悩まさ

れて い る メ - ソ ン の 精神治療者と して紹介さ

れた男は M al ay の N e g ri t o 族だが
, ｢ N e g ri t o

族 の 信念に は
, 夢の 中の 世界と目覚め て い る

時の 世界は同 じように現実 の もの だ(70)｣ と

いう考えがある ｡ ある い はイ ン ディ ア ン には
,

自然と人間
,
ある い は自然と超自然と の 明確

な峻別意識は存在しない ｡ 人間は自然の
一

部

で あり
,
人間にも

,
動植物にも , 山や川

,
壁

や大地の 無機物に も超自然が宿ると考えて い

る の である ｡ だか ら人間が動物に変身したり
,

逆に動物が人間に変身する の は ごく自然な こ

と とされて い た の である ｡ 西の地平線上に住

む とイ ン ディ ア ン が信じて い る神は
,
人間と

同じく
,
文字通り具体的な肉体を備えた存在

なの だ｡ 測量の ため に星を観測する メ
-

ソ ン

ら白人には
,

一 方的に星を見る意識しかない

が
,
イ ンデ ィ ア ン が星を眺め る時

,
星の 方 か

らも人間を注視 して い ると い う考えが ある ｡

1 1 7

い わば人と星は
, 釣り人と魚と同 じ関係に あ

り
,

星を見つ め る こ と は
`

s k y
-fi shi n g (65 1)

'

に相当する の だ｡ またイ ンデ ィ ア ン は ｢狂気

を敬う｡ 彼らにと っ て狂気は聖 なる状態 なの

で ある ｡ (674)｣ 日本の禅宗で も
,
｢ 公案を前

に して修業者が隈想をする時 ,
聖 なる狂気の

状態 に ま で 至 る こ と が必要 とされ て い る
｡

(22)｣ 逆説的な公案が教える矛盾し合う対立

概念が統 一 された世界と は
, 非合理的な

,
そ

の意味で は狂気の 世界なの である ｡ と ころが
,

西欧社会は狂気を抑圧する ｡ オ ラ ン ダ の 植民

地とな っ て い た ケイ プタ ウ ン で は ｢素直な妄

想患者か ら人殺しで も しそ うな凶悪な者ま

で
,
人種 , 状態 , 病気 の 程度に 関わりなく ,

あら ゆ る狂人 (1 52)｣ が奴隷小屋の 中に閉じ

込 め られ て い た こ と を牧師は 語 っ て い る o

フ ー コ ー は F狂気 の 歴史』 の中で
,
西欧近代

社会が狂人を
一 般社会から隔離した過程を描

い たが
,

こう した精神は植民地帝国主義の 時

代に全世界に波及 して い き
,
反西欧的なもの

を封 じ込め た の で ある ｡ 牧師は若 い頃 の 投獄

体験を通 して 西欧 シ ス テ ム の 真実を知 っ た

時 , ｢ 狂気に陥 っ た ( 1 0)｣ が
,
狂気と は

,
こ

う した意味にお い て西欧社会の規範を逸脱す

る理念を表して い ると解釈できる の である｡)

主観的意識が客観的現実 の あらゆ る制約を

越 えて は ばたく常軌逸脱や錯誤 , 無秩序な祐

復や空想 の 産物は
,
創造性や 独創性 , 卓越性

を産み出す｡

15 )
逸脱は革新と さらなる豊穣を

産み出すため に必要な過程な の である ｡ だか

ら社会の根本的な変辛が生ずる時代に は
,

一
い

つ でも ヘ ル メ ス - メ ル ク リウ ス 的元型 が形作

られ
,
トリ ッ ク ス タ ー 的現象が見られる の だ｡,

中国人風水師 Z h a n g は
, 人間 の 理性と秩序

による統制が 及ばな い 自然 , 即ち ｢ 森は暗黒

の エ イ ジ ェ ン トでは ない (615)｣ , 森こそ人間

を異に啓発するもの であると述 べ て い る
｡. ア

ダ ム とイ ブは森の 木の 実を食べ て知恵を獲得

し
, 木の 下で ブ ッ ダは悟りを開き ,

ニ ュ
ー

ト

ン は万有引力を発見した こ とは
,
Z h a n g に 大
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きな示唆を与えて い る の だ｡

他方
,
主観的想像力は

, 牧師の 語り の 中で

社会に対する独創的な ユ ー トピア像と して結

実 して い る ｡ 主観的想像力は
,
非合理的で あ

るが故に
,
理性が理解する現実原則か ら解放

され
,
現実を魔術的 ,

ユ ー ト ピ ア 的に変形す

る可能性をも つ か らだ｡ N . フ ライ は
,

ロ マ ン

ス の 形式に日常的世界を変形する こ と
.
をめぎ

す願望充足; ない しは ユ ー

トピ ア 的幻想を認

めて い るが
, 本作品に見られる超自然的要素

に も 同様の 機能が 見られ る の だ ｡

1 6 '

科学者

J a c q u e s d e V a u c a n s o n が作 っ た機械の 鴨は
,

そ の好例である ｡ こ の鴨は機械でありなが ら
,

消化 , 排池だけ で なく
,
人間と言葉による意

志疎通が で き , 無生物の 世界 か ら脱 して い る ｡

だが何より驚く べ きことは
,

こ の鴨は生殖機

能こそ備えて い ない もの の
, 有機的生物大系

と同じように外部の無秩序な情報や雑音を取

り込み
, 錯誤 の過程を経なが らも , そ こ か ら

新 し い 創 造 を 組 織 化 す る 自 動 生 産 体 系

(a u t o p oi e si s) をも っ て い る こ と だ
｡
そ の ため

,

鴨は登場するたびに新し い能力を開発して い

る ｡ 飛 ぶ速度に磨きを か け
,

や がて は超高速

で姿を消して飛ぶ能力や壁を自在にすり抜け

る才支術
,
イ ン デ ィ ア ン の 大群を総崩れにさせ

,

山を平らに し
,
郡 一 体の 土地を半日で耕して

しまう技など
,
数々 の 超能力を鴨を示 して い

る ｡ 鴨のずば抜けた ス ケ
ー ル の 能力は

,
人々

の夢や願望であり
,

こ の 意味で鴨は ス ー パ ー
･

ヒ ー ロ ー と言 える o 鴨に 見られ る強力な攻

撃力と野蛮な攻撃本能には
,
核による人類破

滅の 脅威 を抱え るまで に到 っ た科学の 発達

と
,
それを制御する人間 の 原始的攻撃性に警

鐘を鳴らす寓話の ようにも見える ｡ しか し機

械の鴨は
,
人間 の 食べ 物として犠牲となり続

けて きた弱者と して の 鴨の側に立ち
,
人間 へ

の 怒りと復讐心を抱い て い る点で
,
作者が こ

れまで描い て きたカウ ン タ ー フ ォ
ー ス の 特徴

を備えて い る ｡ そして機械の鴨が柔軟に関心

を変え
,
生命特有の ｢ 自己袴雑化(3 7 3)｣ の

能力を示して い る姿には
, 固定 した規掛 こ縛

ら れた 西欧近代に 戦 い を挑む カ ウ ン タ ー フ

ォ
ー ス の夢が託されて い ると解釈で きる の で

ある ｡

u st e r で の 金星通過観測の 際に
,

デ ィ ク ソ

ン が行 っ たと主張する極北の地下世界の 不思

議な詰 も , 奇想天外な理想郷 を示 して い る ｡

大地 の 奥深くにある空間に は
,
異常に大きな

目を した人間 ( ? ) が コ ウ モ リ の ように逆さ

に な っ て ｢ 地球の 内側の表面 (7 39)｣ を歩き

回 っ て い る ｡ 当然 , 彼ら の 生活は地上 の 人間

と は異な っ て い る ｡ だが非常に重要な違い は
,

凹面状をなす地球の 内側の 表面で は ｢皆が他

の 皆の 方を向 い て い る 一 皆の主軸が 一 点に

集ま っ て い る
,

-

だ か ら少なく とも互 い の

存在を認め させ られ 一 行動規範に関する全

く異 なる
一 連の 規則が で きて い る ( 7 4 1)｣ こ

と だ｡ それに対して
, 丸い地球 の 凸面状の 大

地 の上 に い る人間は皆 ,
別方向を向き

,
その

主軸は収赦する こ とが な い ｡ その ため
, 他人

へ の配慮を欠き
,
そ の結果 ,

人間性無視と差

別が亭延するように な っ たと批判されて い る

の で ある｡

4 . 西欧近代の人間が辿 る宿命

天文学者 メ
_

-

ソ ン は
, 科学的論理に反する

事柄が信じ られず , ｢神が たびた び顕現 する

こ と (74 7)｣ を好まな い 典型的な理性の 人と

して語られて い る ｡ 作品で しばしば言及され

る
, 時代の観測機材を駆使した メ

-

ソ ン らの

ライ ン測量方法は
,
正確で寄観的な科学的ア

プ ロ
ー

チ の仕方を読者に実感させ る ｡ し か し
,

金星通過観測の際に メ
ー

ソ ン らが陥 っ た ｢ 荘

然自失｣ と ｢魂の 転換(1 0 0)｣ の 状態が宗教

亭こ おける恩寵の 顕現 の 体験と同質なもの と し

て ディ ク ソ ン に は理解されたように
, 純粋に

科学的な観測で も神秘的な要素が伴われて い

る ｡ メ - ソ ン に と っ て
,
理性の 理解を越えた

非合理的要素は
,
亡-き妻 R e b e k a h の 亡霊に
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象徴的に表されて い ると考えられる ｡ レ ベ ッ

カ は 西欧社 会によ っ て ま だ完全 に征服 され

ず ,
自然の 神秘が息づ い て い る セ ン ト ヘ レ ナ

島や ア メ リ カ の 大自然を背景と して
, 亡霊と

な っ て現れると ｢ 人が推測すらできな い地球

の秘密(17 2)｣ を語り
,
｢ある時点を越 え ると

思考がほ と ん ど役立 た な い (4 09)｣ こ と を告

げて
,
理性と知 の限界を彼に教えた の で ある ｡

彼にと っ て彼女の 霊を否定する こ とは
,
キリ

ス ト教を否定する こ と にも繋が る ｡ なぜ なら

｢ コ リ ン ト人 へ の 第
一

の手紙｣ 第1 5 章に ｢ も

し死人 の 復活がない ならばキリ ス トもよみ が

えらな か っ たであろう｣ と記されて い るよう

に
,

キリ ス ト教信仰の核には死者 の 復活 と い

う超自然現象がある か ら だ｡

非理性的な要素は
,
外部の 世界 に だけ見 え

る の で はない ｡ メ - ソ ン は自己の理性こそ彼

の 本性を表すもの と思 い なが ら も , もう 一

つ

の 非理性的な内なる自己 の 存在に既 に気付い

て は い た ｡ オ ッ ク ス フ ォ
ー

ド大学 B o dl ei a n

図書館で古代の 秘技を研究 した時の こ とだ ｡

彼は
, 突然 , 本棚の 列の ｢ い た る所に (存在

が感じられ る) 霊が 待ち伏せ して (55 9)｣ い

るように感じ
,
恐怖の 中 ,

コ ウ モ リに過 ぎな

い と科学的に自分を納得させ ようと して い る

内に
,
自分 に 内在するもう一

一

つ の 自分 に 気付

く の だ｡

'

T w a s a s if th is M et r o p olis of B riti sh R e a s o n

b ad b e e n a b a n d o n

'

d t o 仇 e O c c u p a n c y of all

t h at R e a s o n w o uld d e n y . M al e v ol e n t sh a p e s

凸o wi n g i n th e St r e et s . b n th o rn s s p o n ta n e o u sly

g oi n g o u t . M e n r o ari n g , a s if ch a n g
'

d t o B e a st s

i n th e D ar k . A C a rn i v al of F e ar . S h all I ad mi t it?

I th rille d . I felt th at if I r a n f a st e n o u gh , I c o uld

l

g ai n altit u d e
,

a n d n y . . . .I c o u ld s m a s h e v r y

W i n d o w i n a Str e et . M a k e a D m idi c k B o 血 of

th e B o dl ei a n . A t s o m e p oi n t , h o w e v e r , wi th o u t

H u m an p r e y , 也e E vil A p p e tite m u s t 血il , an d I

b e c am e m e r ely M el an c h oly a g ai n . (5591 60)

上述の 描写 には
,

メ - ソ ン の理性が抑圧 して

1
.
19

きた人間 の影の要素 , すなわち非合理的な考

えや邪悪な原始的本能が解き放たれ
,
理性を

も食い つ くす程にな っ て い る様子 が窺える ｡ .

メ - ソ ン の 状況は ユ ン グ的深層心理学の 観点

か ら見ると
,
心の中の 対照的な二要素である

!

意識下 の知的 , 合理的思考と無意識下の 感情

的
,
本能的 , 非合理的思考の 葛藤と解釈する

こ とも可能だ｡ 通常 , 後者は西欧社会の規範

で無価値なもの
,
ある い は タ ブ ー とされて無

意識 の領域奥深くに押し込め られて い る ｡ 神

経症や 分裂症は
, 無意識下に抑圧されて い た

非合理 的要素が破壊的な形で 自我 の続利か ら

反乱を起 こ した時の 症状なの である ｡ こ の よ

うな病的な状態 に至 らな い場合 , 後者の 力は
,

外部の ス ク リ ー ン に 自己を投影する こ と で 心

の バ ラ ン ス を保とうとする ｡ 魔術的な世界像

は
, 実際の 外部の 現実で は なく ,

心的現実が

外部に投影したもの と考えられる の だ｡ その

意味で
, 図書館にう ごめく霊も , 後に現れる

ことになる レ ベ ッ カ の 亡霊 も , 彼が抑圧し て

い る非合理的要素が下界の ス ク リ
ー

ン に投影

された もの と 解釈する こ と もで きる の で あ

る ｡ こ の ような場合 ,
ユ ン グに よると ｢個性

化過程｣ とい う段階を通して
, 無意識の 領域

にある諸々 の影の要素に意識は耳を傾け
,
両

者 の 調和と統合を果たす必要が あると いう ｡

ユ ン グは卓陀羅図に 見られ る秩序 ,
全体性 ,

均衡が こ の統合を表現する人斉の 元型と考え

た が
, ｢ 個性化過程｣ を経る と

,
分離され て

い た 二 つ の両極的意識は 一

段と高い次元で 統

合され
,
深化した意識

,
ある い は拡大した意

識が獲得される の である ｡ こ の時
,

自身にと

っ て否定的な側面や こ れまで活用されなか っ

た側面を経験 し
, 身代わりに外部に投じて い

た投影を撤回するようになる ｡ そしてより大

きな寛大さや思 い やり
,
人間的感情を示せ る

ようになる ｡ しか し
,
そこ に到達するまで の

｢ 個性化過程｣ で は
, 無意識下 に抑圧され て

い た要素と の 葛藤が生 じ
, 人 は不安定

,
よる

べ なさ
, 見当識障害とい う苦悩に満ち た状態
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に陥ると言われる ｡ メ - ソ ン が患う メ ラ ン コ

リ
ー

は こう した不安定な精神状態を表して い

ると解釈できる の だ｡

17)

こ の ような ユ ン グ の 深層心理学的解釈を離

れて
,

メ
-

.

1

) ン の 晩年の暗い精神世界を眺め

ると
,
そ こ に西欧近代の 人間が辿る宿命を見

い だすこ とが できる . 彼の メ ラ ン コ リ
ー 症状

わ進行は
, 人間の 邪悪な心が生み 出した残酷

な現実世界に対する厭世観が 原因すると同時

に
, 理性の 限界を知 っ た暑が閉る虚無感が起

因して いると考えられる ｡ 彼が これまで旅し

て きた世界は
, すべ て非人間的な奴隷制で躍

欄されて い た ｡ 楽園と思 われて い た新大陸は
,

西欧列強の 進入と 同時に利権によ っ て食い荒

らされ ,
み ん なの ｢絶望 (3 4 5)｣ の土地 に変

わ っ て しま っ た ｡ 彼自身
,

ア メ リカ の植民地

境界線の測量によ ぅ て
,
権力の 暗 い面に加担

して しま っ た ｡ 理性に対する近代西欧の 信仰

は
, 古い 権威や信仰か ら人間を解放して

,
進

歩と自由を創造する理想的社会を生 むと信じ

られて い た ｡ しか し
,
現実に作り出された の

は
,

こう した無惨な世界だ っ た の で ある ｡ 死

の 5 年前の 1 781 年 ,
天王星が発見され

,
知 の

世 界 の拡大に対しで科学者たちか無心 に喜ん

で い る時ですら
′

,
錘性と は程遠い 人の 心に潜

む残虐性を思う メ - ソ ン は厭世観から抜け出

せ ない で い る ｡ 彼L
L

= と っ て望遠鏡の先 にある

星lまた夷 ｢ 光を放 つ 幽霊 の 行
-
9u (76 9)｣ で

,

そ の 存在目的を人間 の 知で明かすことが で き

な い ｡ ｢ 人々の 自我 の 悪臭を放つ 洞穴に は
,

理性が真実と見なすすべ てを否定する意識が

あるの か もしれな い - - 賢くもなく , 精神的

に未発達で
,
親切心も示せず , 冷酷無情なま

で に残酷な存在が隠れて付きまと い
, 待ち か

まえて い る ｡｣ また
,
晩年に繰り返 し見続け

た ｢ 夜の 都会の 夢(7 4 9)｣ の 奇怪な風景も
,

夢とも現とも-判らぬ形の 中で
, 近代が抱える

問題を象徴的に表して い る ｡ そ土に林立する

ス ト
ー ン ヘ ン ジ の 石碑に は何 の 碑文 もなく

,

意図も不明 である ｡ 神秘の 存在を表す亡き妻

の 姿も見えず , 敵と見方の 区別 も判らな い

｢ 同 じ暗闇の ア ナ
ー キ ー

｣ , ｢ カオ ス の 都会｣

は
,
まさに混迷する メ

-

ソ ン の心象風景とな

っ て い る ｡ 近代の 産業資本主義の技術的成長

が起因する急激な社会変化や
, 合理主義に基

づく伝統か ら の解放は
, 不確実な感覚 ,

方向

の喪失 , 個人の寄る辺なさと い うア ノ ミ
ー な

世界をもたら し
, それは都会に集中的に現れ

たと言われる ｡ また マ ッ ク ス ｡ ウ ェ
ー バ ー の

言う科学がもたらす世界 の脱魔術化は
, 魔術

や 神秘の み ならず , 権威や アイデ ン テ ィ テ ィ

すら追放 して
, 社会を断片化して しま っ た ｡

メ - ソ ン の夢は こうした近代の経験を先取り

する形 で表 して い る と考えられる の で あ る ｡

作品最後で
, 死も間近 の メ - ソ ン の病床を見

舞 っ た ベ ン ジ ャ ミ ン ｡ フ ラ ン ク リ ン に
,
彼は

大陸規模の ｢巨大な 一

つ の 機械｣ が作 られ つ

つ ある ことを語 っ て い る ｡ それiまア メ リカを

や が て征服する産業主義を指してい る の であ

り ,
イ ン デ ィ ア ン の魔法も

,
手 の中に飛び込

む魚の い る大自然も消滅した暗い未来の姿な

の だ ｡

メ - ソ ン は理性の 限界を知り
,
また非理性

の 存在を自己 の 内と外に認 めながらも , 理性

を偏重 して生きる以外の 生き方 はで きな か っ

た ｡ それは金星通過観測と境界線測量の 両方

で行動を共に し たデ ィ ク ソ ン と
, 不仲に な っ

た こ と に 象徴的に示されて い る ｡ 二人は体制

側の 非人間的制度に反発する点 では双生兜的

反応 を示して は い る ｡ し か し
,̀ ｢

一

つ の 惑星

の 明る い面と暗い面(7 57)｣ と牧師が称する

ように
,
本質的には 二 人は

, 対照的な性格を

もち
,
対照的な生き方を して きた

｡
ディ ク ソ

ン は
,
太 っ て陽気 な操病体質で

,

'
素朴な田舎

者と して社会規範に縛られる こ と なく自由 に

行動をする こ とがで き
,
また非合理的な魔法

や超自然的な事柄を受け入 れるて い た ｡ 他方
,

メ - ソ ン は痩せて メ ラ ン コ リ
ー

に病む都会人

であり
,
社会の義務に縛られて無謀 な行動が

とれ な い 傍観者で あり
,
また科学者と して合
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理的な世界に身を捧げて きた の で ある ｡ 牧師

は こ の 二 人に対して ｢ 8 年間の ト ラ バ ー ス の

終わりに メ ー ソ ン とディ ク ソ ン は
,

二人の 間

の 危険な境界を越 え る こ と は で きなか っ た

(6 89)｣ と結論して い る ｡

結 論

以上 の ように
,
牧師の語りを通 して 浮かび

出てきた の は
,

これまで歴史の表舞台に は隠

れて い た周縁者 ･ 弱者から眺め られた別の 歴

史像で あり
,
西欧近代の 社会制度や理性 ･ 合

理性偏重の 原理 の 欠陥であり
,
植民地におい

て広義の意味で の 帝国主義政策が取 られて い

た1 8世紀と い う時代に生きた人々 に潜む問題

点で あ っ た ｡ それはまた
, 反西欧中心主義 ,

反理性中心主義
,
反人間中心主義の視座

, す

なわちポ ス ト モ ダ ニ ズ ム
, あ る い はポス ト コ

ロ ニ ア リ ズ ム の 視点 か ら眺め た モ ダ ニ ズ ム や

コ ロ ニ ア リ ズ ム 批判とも解釈で きる ｡ 牧師に

と っ ては
,
語り

,
歴 史を見直すこ とは

,
ディ

ク ソ ン が ｢行動する｣ こ とを通して奴隷制に

反対 した の と同様 , 権力に対する自ら の 意志

表示の 行為とな っ て い る ｡ 自ら の話 しは
,
聞

き手 の 記憶に残る こ とで ｢ 忘却と い う強風

(74 7)｣ に吹 き消され る こ とを免れる だけで

なく
,
親族の 間で語り継がれ る こ と で

,. 語り

の輪が広 げられて いく ｡
また ｢何世代にもわ

たる家庭内の 校訂と いう過酷な鍛造工 場で情

け容赦なく鍛練される こと (6 95)｣ で
,
誇張

した部分や
, 個人的な好み に左右されな い純

粋な英美にまで 高められて いく ことに もなる

か らだ｡ 牧師はそうした こ とを信じて い るか

ら
,

メ - ソ ン たちと体験を共に し
,
同 じ歴史

をみ つ め続けた者と して
, ｢ お互 い に い か に

夢を見 ,
また誤解をして きた か (69 6)｣ とい

う こ とを含め た 人間的真実を伝え るた め に
,

事実だけに拘らず , 推測や想像した こ とまで

語 りの 中に加えて い る ｡ 語りに見られ る虚構

的要素は
, 他方では

, 歴史が権力者の ｢卑し

1 21

い と必ずや判明する利益(350)｣ に利用され
,

信頼性を無くすこ とを避け
,
なお か つ 面白い

話 しとして人々 の 記憶に残る ための戦略で も

ある の だ｡ 彼の話 しに は
,

Le S p ar k 家 の者が

読 んで い る当時の ポル ノ小説の 登場人物まで

紛れ込んでく る始末である ｡ しか し読者にと

っ て は
,

こ うした事実と虚構 ,
歴史と空想が

混 じ っ た話 しを読み
, 様々 な解釈を与える こ

とは
,
丁度

,
何世代もの 人々 の校訂と同じ過

程を経て い る ことになる ｡
こ の ように ピ ン チ

ョ ンが新た に描い た西欧近代に見られる二項

対立 の構図で は
, 読者が楽しみながら解釈し

,

純粋な真実に到達すると 同時に
,
行動を起 こ

す原動 力に もなる ように 仕組 まれて い る の

だ｡ ただし
,
読者が実際に仕組まれた通りに

反応するか
,
否かは別問題であ る ｡

また体制と反体制理念 の 対立に関して は
,

これま で の 作畠と同様に
, 最後に両者の交流

の 必要性が暗示されて い る ｡ それは対立概念

を具現する二 人の主人公
,

メ ー ソ ン とデ ィ ク

ソ ン の前に作品冒頭に登場した
`

n e Le a r n占d-

E n gli sh D o g

'

が1 5 - 6 年前と変わらぬ姿で 再

登場 し
,

二 人の それぞれ の 夢の 中に同時に現

れる と ｢ こ の 次
,

二 人が
一 緒の 時に私も

-

緒

だ (7 57)｣ と告げて い る こ とに示されて い る
( )

そ の 言葉が暗示するように
,

こ の 犬は超自然

的 b r et e rn at u r al) 存在である と同時に
,
接頭

語 の
`

p r e t e r

'

が 意味する
`

p r e t e rit e
'

な存在 ,

すなわち ｢見捨てられた｣ もの
,
弱者で もあ

る
｡ 弱者であ る犬は強者 ･ 人間に殺されずに

生き残 っ て いく ため の英知を身に付ける過程

で
, 禅宗の 公案が教え る諸々 の 対立概念が統

一 された高次の 英知も身に付けて(l e a r n e d)

い た ｡ その意味で
, 犬は対立概念の 双方の 属

性を兼ね備えた対立 の 仲介者の 役もして い る

と考えられ る
｡ 反体制の ｢他者｣ と して の 視

点は
, 既存の 社会の妥当性に疑問を投げか(す ,

再検討を促し
,
地殻変動 を起 こす力と して

,

また理性ばかりに支配されて歪ん だ精神に バ

ラ ン ス を取り戻させ るj 7 と して重要な役割を
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担 っ て い る ｡ 両者は本来
,
敵対 しあう の では ( なお本論の 一 部 は

,
日本英文学会第7 掴 大

なく
,
交流し合う時に建設的な創準が もたら 会で の 口 頭発表 ｢ M a s o n & D i x v t r 植民地帝

される
,

とこ の 神秘的な犬が暗示 して い るよ 国主義時代におけるカ ウ ン タ ー フ ォ
ー ス｣ の

うに思える の だ｡ 論と重複する ｡)

( 注釈)

1 ) ｢ 帝国主義｣ と は
, 政治的 . 経済 軌 軍事臥 文化的な権力 ･ 権威をも っ て する他民族の 領土や

国家 へ の 侵略と支配と い う 一 般的な広義の 意味を指 し
,

い わゆ る狭義の 意味で使われる1 9 世紀か

ら第二次大戦ま で の 時代に見られ た政策と
t

は異な る
.

? ) T h o m a s P y n c h o n
,
M a s o n & D Ix o n

, ( N ･ Y ･ : H e n r y H olt aやd C
.
o .

,
I n c .

,
1
,9

9 7) ,
3 4 7 .

3 ) こ の頃の ア メ リ カ の 歴 史に つ い て は メ ア リ
ー

･ ベ ス ･

ノ
ー ト ン 『ア メ リ カ の 歴史( I ) 新世界の挑

,戦』･ ,( 三省堂 ,
1 9 9 6) を参照｡

4 )-J ･ R グ リ
ー

ン
,,
『イギ リ ス国民の 歴 史( 完)』

,
( 篠崎書取 1 9 8 7) ,

3 7 7 ｡

5 ) 血Ith o n y G i
.
d d e n s

,
乃 e C o n s e q u e n c e s o f M o d e m )

'

o '
, ( P oli ty P r e s s

,
1 9 9 0) ,

5 9 .

6 ) G r a v7
'

V s R h
'

n b o w では
,

ア ル ゼ ン チ ンの 平原パ ン パ に政府の 手が 加えられ
, 大自然が 都市ブ エ ノ

ス アイ レ ス ヘ 変貌する過程が描か れ て い る が
,
同じ こ と

-
串

ミア メ リ カ でも起き て い る の で あ る .

7 ) ラ イ ン は 権力者側の 制御機能をは たすか ら
,
作者 に と っ て は負の 作用 しか考えられな い

｡ だが 一

般的に は
, 植民地間の地域紛争を解決 し た点に お い て 高く評価され て い る o

メ
.

-

ソ ン とデ ィ ク ソ

ン の フ ィ
ー

ル ド ･ ジ ャ
ー ナ ル の オリ ジ ナ ル を本と し て 出版し たA . H u gh 1 ett M a s o n は

,
序文 で

,

ペ

ン シ ル バ ニ ア と メ リ ー ラ ン ドの境界線紛争の 禎雑な原因をあげ ,
二 人 の測量技術の 正確さが長年

の難問を解決 し た と指摘 し て い る
｡

こ れ ほ ど紛争が長期 に 及 ん だの は
,
英国王室の側に他の者に

既 に授与 し た 領土権を
, 別の者にも授与すると い う不注意な慣行があ っ た こ と

, 歴代の 国王 は科

学的な事柄 に無能で ありな が ら , 有能な科学者の助言を求めなか っ た こ と
, 当時 , 正確な地図が

作成され て い なか っ た こ と
,
詳述するの が 不可能な境界が あ っ た こ と等々

,
様々 な原因があげら

れ て い る｡ (e d . A H u gh l e tt M a s o n
,
71h e J o u m al o f C h at

･

1 e s M a s o n a n d J e r e m L
'

a h D ix o n
,

Am e ri c a n

P b ilo s o p b ic al S o cie ty ,
1 9 6 9)

8 ) n o m a s P y n c h o n
,

I-

N e ar e r
,
M y C o u c h

,
t o T h e e

"

,(7 77 e N e w Y o t
･

k T L
'

m e s B o o k R e vi e w
,
6 J u n e 1 9 9 3)

9 )
′

m o m a s P y n c h o n
,

"

A J o u rn e y l n t o
′

m e M i n d of W a tt s
=

,( 乃 e N e w Y o t * T L
'

m e s M a g a2d n e
,
1 2 J u n e

` 1 9 6 6) ,
3 5 .

1 0) 瓶の中か ら起き上が っ たJ e n kin の 耳は
,
語りか けられた人 々 の言葉の 全 てを吸収するが

,
何も明

ら か に し な い こと で . 理神論の興隆を促 し た当時の 精神的土壌を暗示 し て い る ｡ .それと同時に
,

この 耳が貢献 し た事柄は
,

. 資本主義企業の飽く なき利潤追求の精神をも示 して い るo 切り取られ

た耳は庶民院 で ス ペ イ
.

ン批判の 火付け役と して 利用さ れ こ れ が原因 と な っ て イギ リ ス の 資本家

層 は
,

ス ペ イ ン 領ア メ リ カ と の交易で ス ペ イ ン の 制限に対し て抱 い て い 七不満を爆発させ
, 対 ス

ペ イ ン 戦争 へ とイギ リ ス を突入 させ た
｡

こ の 耳は
,

さら に ミ ュ
ー ジ ア ム に陳列され て

, 新たな る

金儲け の道具とされ て いる ｡

l l)
′

m o m a s P y n
.
c h o n-,

.

"

I s it 0 . K t o B e a L u ddit e?
=

, m e N e w Y o rk Ti m e s B o o k R e vi e w
,
2 8 0 ct o rb e r

1 9 8 4) ,
4 0 .

1 2) キ ー ス ｡ ト マ ス
, 『宗教と魔術の 衰退』

,
( 法政大学出版局

,
1 9
.
9 3) ,

9 83

1 3) B r o mi sl a w M alin o w ski
,

.

` `

M agi c
,
S cie n c e a n d R eligi o n

=

, 『宗教と魔術の衰退』
,
9 5 4 .
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1 4) 客観的意識と主観的意識が微妙 に相互作用する人間の 精神機能 に つ い て は
,

エ ドガ
-

ル
･

モ ラ ン
,

『失われた範列』
,
( 法政大学出版局,

1 9 9 2) の論を参考に し た
｡

1 5) 客観的理性が価値な し と し て否定 し たもの を救 い だ し
, 新 し い 創造 へ と繋げる の は主観的意識

で ある
｡

` ●

A J o u m e y l n t o T b e M i n d of W att s
"

の 中で
,

ピ ン チ ョ ン は ロ ス ア ン ジ ェ ル ス ス ラ ム 街

W a 仕s に ある W a 仕s T o w e r s に特別な意義を与え て い るが
,
その 理由 は 人 の夢と い う主観的意識が

,

廃棄物と し て捨て られ た がらく た類か ら素晴ら し い 創造をな し た と う
,

そ の象徴的意味 に ある の

だ
｡

W a 仕s T o w e r s は割れた ガ ラ ス や瀬戸物 , 釘 .
ブリキ缶やあらゆる種類の くずを集め て創ら

れ たもの で ある ｡ し か し
,

それ ら は きらめく モ ザイ ク と な っ て見事に 変身 し
,
芸術品とな っ た

の で ある
｡

1 6) N o rth r o p F r y e
,
A n a t o m y of C n

'

ti cl s m
, 0

' ri n c e t o n : P ri n c e t o n U n iv . P r e s s
,
1 9 5 7) ,

1 8 6

1 7) ユ ン グ の 深層心理学的分析 と婁陀羅 に関する理論は
,

C . G .
ユ ン グ著 『無意識の 心理学』 ( 人文書

院1 9 82) .
及び ル ッ ツ

･ ミ ュ ラ
ー

著 『魔術 - 深層意識の 操作』(青土社1 9 9 6) を参考に し た
｡
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'
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,
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,
w h at

`

T n ey
'

s y st e m r ep r e s e n t s is s e e n
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Li n e
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･
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′

m e l att e r
'

c o u n t e rf o r c e
'

el e m e n t s a r e f o u n d n ot o nly i n v a ri o u s
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,

b u t al s o i n th e m a gi c al r e alis m w b ic b a p p e a r s q u it e f r e q u e n tly i n th e f o m s of m a gi c s
,

m y s t e ri e s
,
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